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被検体の摩擦刺激に対する感度を測定可能
BAM方式に則った試験物質の摩擦感度試験に

BAM式 摩擦感度試験機

FSKM 10

 利点と特長

BAM式摩擦試験機 FSKM 10は、0.1 N ～ 360 Nの摩擦荷重範囲において、被検体の摩擦刺激に対す
る感度を測定する為の装置です。
FSKM 10は頑丈なステンレス製フレームで、交換式ローディングアーム機構を備えています。この機構により、
多様な高エネルギー材料をこの装置 1台で試験できます。セーフガードもオプションで追加可能です。

0.1 N ～ 360 Nの摩擦荷重範囲で被検体の摩擦刺激に対する感度を測定可能
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 機能・スペック表

 オプション

ウェイトの標準セット BAM規格による9個（0.28 ～ 10.08 kg）
摩擦荷重の範囲 5 ～ 360 N
試験体積 10 mm3
プレート移動速度 20 ～ 300 rpmまで調整可能（デフォルト140 rpm)
電源 110 ～ 240 VAC / 50 ～ 60 Hz
動作電圧 24 VDC or 36 VDC
消費電力 最大150 VA
動作環境 0°C ～ +50°C、最大湿度80%
寸法 1200 × 670 × 1100 mm
重量 80 kg

 用途・アプリケーション

 準拠する国際規格

セーフガードもオプションで追加可能です。

▲ ポーセリンプレートキャリッジ ▲ 6ポジションローディングアーム BAM 6A ( 分解可能 )
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 準拠する国際規格

 利点と特長

BAM落槌感度試験機（BAM衝撃試験機またはBAM落下ハンマー
とも呼ばれる）は、BAM手順に従って、落槌による衝撃に対する
爆発性物質の感度を測定するための装置です。OZM Research 社
では、固体または液体の高エネルギー物質（一次および二次爆薬、
推進剤、火工品）、およびその他の衝撃刺激に潜在的に敏感な物質
の衝撃感度を0.25 J ～ 100 Jの衝撃エネルギーの範囲で測定す
るための4種類の標準落つい試験機ご用意しております。

▲ 落錘交換ウィンドウ

▲ スチールシリンダーとガイドリング

▲ ドロップウェイトセット

0.25 J ～ 100 Jの衝撃エネルギーの範囲で測定

BAM方式に則った落ついによる衝撃に対する爆発性物質の感度測定に

落ついによる衝撃に対する爆発性物質の感度を測定

 用途・アプリケーション

BFH & BIT Seriese
BAM式 落つい感度試験機（BFH）／ボールドロップ式落つい感度試験機（BIT）
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 利点と特長

 利点と特長

 利点と特長

摺動摩擦を低減するよう改良

1.8 m

雷管の衝撃感度測定用に変更可能

摺動摩擦を低減するよう改良

標準型BAM式落つい感度試験　BFH 10

改良型BAM式落つい感度試験機BFH 12

　より安全、迅速且つ便利に落錘を交換するためのユニークな落錘交換ウィンドウを実装しています。

　BAM式落つい感度試験機のフル機能標準モデルです。

BAM式落つい感度試験機シリーズ・ラインナップ

雷管の衝撃感度測定用に変更可能

摺動摩擦を低減するよう改良

BAM式自動落つい感度試験機BFH 12A

　OZM Researchが提供するBAM式落槌感度試験機のハイエンドモデルです。
　遠隔操作による位置決め、落下、落錘回収のための自動昇降機構を備えています。
　BFH 12Aは、より安全、迅速かつ便利に落錘を交換するためのユニークな落錘交換ウィンドウを実装しています。

1.8 m

1.8 m
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遠隔操作による落錘リリース

高感度材料用BAM式落つい感度試験機BFH  PEx

ボール落下衝撃試験機BIT132

　BFH PExは、一次爆薬や火工品などの高感度材料の衝撃感度を測定するための製品です。
　BAM手順に従い、一次爆薬や火工品などの高感度材料の BAM方式に準拠しています。

　ボール落下衝撃試験機BIT132は、最も感度の高い一次爆薬から感度の低い爆薬や
　火工品混合物まで、さまざまな種類の高エネルギー物質の衝撃感度を測定できる試験機です。
　直径 0.5インチ（8.35グラム）から2インチ（534.7グラム）の鋼球を落錘として使用します。

 利点と特長

 利点と特長

 用途・アプリケーション

 準拠する国際規格

 準拠する国際規格

BAM式落つい感度試験機シリーズ・ラインナップ

1.45 m

1.3 m
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 準拠する国際規格

＊ 日本化薬学会規格及び JISへの対応をご要望の方は、ご相談ください。

 利点と特長

 用途・アプリケーション

爆発温度測定装置 AET 402™は、高エネルギー物質の爆発（発火）温度の測定に使用されます。
AET 402™には センサーと自動データ収集ユニットを搭載しています。これにより、作業者の目視判
断によるミスを防ぎ、正確な試験結果が得られます。

作業者の目視判断によるミスを防ぐセンサーと自動データ収集ユニット搭載

火工品混合物および推進剤の製造の品質管理に最適
エネルギー物質の爆発（点火）温度の測定に

一定昇温速度での爆発（点火）温度、または恒温モードでの爆発（点火）までの時間を測定可能です。

 爆発温度測定装置

AET 402

 機能・スペック表
型名 AET 402™
温度範囲 30 ～ 400 ℃
加熱速度 0.1 ～ 20 ℃/min
冷却速度 約 400 ℃/hour
精度 ±0.1 ℃（5℃/min加熱時）

サンプル重量
200 mg : 非一次爆薬
25 mg : 一次爆薬

▲ ADETソフトウェア - 結果の評価

▲ AET 402 - 炉のディテールのディテール
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VeloreX PDV™は、高速で移動する物体の連続的な速度 -時間プロファイルを測定するための装置です。本製品は、
高エネルギー物質の様々な爆轟（ばくごう）特性の測定や、高精度な速度・変位測定が重要なその他の用途でも使
用できます。ナノ秒の時間分解能でキロメートル毎秒オーダーのターゲット速度を追跡する事で、高エネルギー物質
の爆轟特性の測定が可能です。また、高精度な速度測定はシンプルかつ頑丈なので、ターゲット表面の品質に関する
制約はほとんどありません。

ピエゾ式ピンや高速ストリークカメラと比較して時間分解能と速度精度が飛躍的に向上

ナノ秒の時間分解能でキロメートル毎秒オーダーのターゲット速度を追跡

爆薬など高エネルギー物質の様々な爆轟（ばくごう）特性の測定に。

 フォトニックドップラー速度計

VeloreX PDV

 用途・アプリケーション

爆発的に加速された物質の速度プロファイルの測定は、
高性能火薬に重要な特性の決定に使用できます。
VeloreX PDV™は、ピエゾ式ピンや高速ストリークカ
メラと比較して、時間分解能と速度精度が飛躍的に向上
しています。

 機能・スペック表

レーザー波長 1550 nm 狭帯域幅レーザー、チャンネルあたり 20 mW
オプションでチャンネルあたり 80 mW（PDV-PU2）

レーザー
安全クラス

1M（PDV-DBP使用時）、3（PDV-PBP使用時）
または出力アップグレードにより3B

装置と発破現場
距離 最大 250 m

動作温度 5 ～ 45°C

動作湿度
8 ～ 80% 湿度（32 °C）
5 ～ 45% 湿度（32 ～ 45°C）
最大 32% 湿度（5°C）（オシロスコープによる制限あり）

寸法
450 x 132 x 350 mm（PDV本体）
750 x 710 x 800 mm
（オシロスコープとラックケースを含む）

重量 80 kg（オシロスコープとラックケース含む）

電源 230 V / 50 Hz、2000 W（オシロスコープを含む）

▲ フライヤープレートテストセットアップ



9

Memo

ティモンナノワン







 New 総合カタログ2024-2026を発刊！

＊ 


